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1) 対象とした肺癌細胞株と症例                                       
ヒト肺癌細胞株として、A549（腺癌）と SBC-3（小細胞癌）を用いた。また、
術後化学療法を行った肺癌 31例（腺癌 13例、扁平上皮癌 14例、小細胞
癌 4例）の摘出組織を使用した。 
2) 肺癌組織および細胞からの RNA精製法 
-2- 
ホルマリン固定パラフィン包埋組織切片および肺癌細胞株からの RNA精
製は、それぞれ、RNeasy FFPE Kit、RNeasy Plus Mini Kit を用いて行っ
た。 
3) 生細胞数の測定法   
96well プレート内の細胞に Cell Titer-GloTMLuminescent Cell Viability 
Assay 試薬を添加し、ATP をルシフェラーゼ反応で発光量として捉え 
評価した。発光量の測定には、Veritas Microplate Luminometer を使用 
した。 
4) SALL4 遺伝子および SALL4 siRNAの導入法 
SALL4 遺伝子発現 pCMV6 ベクター（pCMV6-SALL4）およびコントロー
ルベクター（pCMV6-Mock）や SALL4 siRNA と non-silencing control 
RNA（NSC）の肺癌細胞への導入は、エレクトロポレーション法で行った。 
5) SALL4 遺伝子および蛋白発現の評価法                                  
SALL4 mRNAの発現は、18S rRNAを内部標準とし、TaqMan RT-PCR 
法で定量化し、蛋白発現量はWestern blotting法で調べた。 
6) SALL4 遺伝子発現ベクター導入による遺伝子発現変化の解析法 
pCMV6-SALL4と pCMV6-Mock を導入したA549および SBC-3細胞に
おける遺伝子発現の変化は、Agilent SurePrint G3 Human GE 8×60K 


















































の違いが挙げられるが、詳細は不明である。IL-6 は STAT3 を介して肺癌細
胞の増殖を促進し、STAT3はSALL4の発現を誘導することが知られている。
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ても解析した。その結果、SALL4 が各種抗癌剤（CDDP、CBDCA および PTX)に対し、
耐性因子として働くことが明らかになった。さらに、術後化学療法前の肺癌組織における
SALL4 mRNAの平均発現量が、再発群では非再発群に比べ 34倍高いことを見出した。 
本研究の成果は、肺癌における SALL4の抗癌剤耐性と術後化学療法後再発への関与に関
する新知見であり、博士論文に値すると審査委員全員から評価を頂いた。 
 
